
　
健
康
に
関
わ
る
様
々
な
統
計
が
『
見
え
る
化
』
さ
れ
、
全

国
の
市
町
村
で
比
較
で
き
る
仕
組
み
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
他
市
町
村
と
比
較
し
た
こ
と
で
見
え
て
き
た
、

当
町
の
特
徴
的
な
健
康
状
態
や
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

「
生
活
習
慣
病
患
者
」
が
増
加
中

高
　
血
　
圧

　

こ
の
統
計
を
見
て
、
皆
さ
ん

は
ど
こ
に
注
目
さ
れ
ま
し
た

か
？

　

一
番
注
目
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
は
、「
図
４
新
規
患
者
数

(

重
症
化
疾
患)

」
で
す
。

　

こ
の
統
計
か
ら
、
当
町
は
心

疾
患
で
亡
く
な
る
方
が
多
い
こ

と
や
脳
血
管
疾
患
を
発
症
し
、

介
護
が
必
要
な
方
が
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
疾
患
は
、
生
活
習

慣
病
の
重
症
化
に
よ
り
発
症
す

更
に
、
図
６
よ
り
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
方
が
多
い
こ
と
も
分

か
り
ま
す
。
内
臓
脂
肪
の
面
積
が
多

い
と
、
血
圧
・
血
糖
・
脂
質
の
数
値

を
悪
く
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。医
師
が
薬
を
出
す
の
は
、

こ
れ
ら
の
数
値
が
高
い
ま
ま
で
重
症

化
が
進
む
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
適
切

な
数
値
に
な
る
よ
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
た
め
で
す
。
し
か
し
、
当
町
の

特
定
健
診
受
診
率
は
、
図
７
の
と
お

り
か
な
り
低
く
、
自
分
自
身
の
数
値

が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
過
ご
し
て
い
る

方
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

重
症
化
し
な
け
れ
ば
、
心
疾
患
で

亡
く
な
る
こ
と
も
脳
血
管
疾
患
で
後

遺
症
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

日
々
の
保
健
活
動
は
「
こ
れ
ら
を
発

症
す
る
方
を
少
な
く
し
た
い
」
と
い

う
目
標
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
町
は
第
１
次
産
業
が
基
幹
の
町

で
す
。
自
然
環
境
の
動
き
に
合
わ
せ

て
生
活
す
る
た
め
、
人
間
が
本
来

持
っ
て
い
る
自
律
神
経
の
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
ら
れ
ず
、
不
規
則
に
な
り
が

ち
な
よ
う
で
す
。
一
般
的
な
社
会
人

と
比
較
し
て
、
身
体
に
無
理
が
か
か

り
や
す
い
生
活
背
景
が
町
民
に
あ
る

こ
と
も
統
計
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　

特
徴
的
な
生
活
背
景
の
中
で
も
、

高齢化による影響を除いた死亡率で、全国値 100 が基準です。当町はこの値

が高く、高齢化以外の要因で亡くなる方が多いと推測できます。

図１　標準化死亡比（ＳＭＲ）

図２　疾患別死亡率（生活習慣病）

当町は「脳血管疾患」で亡くなる方は少ないですが、「心疾患」で亡くなる

方が多いと推測できます。

重症化

図３　新規患者数（生活習慣病） 図４　新規患者数（重症化疾患）

生活習慣病全体と脳血管疾患の新規患者数がかなり多い傾向です。当町は毎年「新規患者数」が高く、

生活習慣病とそれらが重症化した疾患を発症する人が多い地域と推測できます。

図５　介護保険認定率・１件あたりの給付費 図６　メタボリックシンドローム該当率

1 件あたりの給付費が高く、多くの介護サービスが必要となる方が多い

と推測されます。脳血管疾患は後遺症が残るため、介護を受けていると

推測できます。

同規模町村等と比較し該当者が多く、傾向としてエネルギー代謝

のバランスを崩しやすい生活背景があると推測できます。

図７　特定健診受診率（順位は全国同規模町村 233 中）

る

も

の

で

す
。
人
間
の

血
管
が
正
常

な
機
能
を
維

持
す
る
た
め

の
数
値
は
各

学
会
で
決
め

ら

れ

て

お

り
、長
い
間
、

血

圧
・

血

糖
・
脂
質
が

高
い
ま
ま
過

ご
し
て
し
ま

う
と
、
こ
れ

ら
の
発
症
に

繋
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

※
統
計
は
全
て
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
か
ら
、

平
成
28
年
度
の
情
報
を
引
用
。
75
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
の
方

の
統
計
で
す
。

積丹町健康づくり

ソーランわんポくん
イメージキャラクター

職　場 積丹町 同規模町村 北海道 全国

男　性 112.5 102.6 101 100
女　性 125.7 98.2 97.6 100

高齢化による影響を除いた死亡率で、全国値 100 が基準です。当町はこの値

女　性 125.7 98.2 97.6 100

職　場 積丹町 同規模町村 北海道 全国

がん 48.4% 44.3% 51.6% 49.6%
心疾患 38.7% 29.6% 25.9% 26.5%

脳血管疾患 9.7% 17.9% 13.5% 15.4%
糖尿病 0.0% 1.8% 1.8% 1.8%
腎不全 0.0% 3.6% 4.2% 3.3%

当町は「脳血管疾患」で亡くなる方は少ないですが、「心疾患」で亡くなる

腎不全 0.0% 3.6% 4.2% 3.3%

職　場 積丹町 同規模町村

糖尿病 11.2人 7.4人
高血圧 16.8人 7.7人

脂質異常症 12.3人 5.5人

生活習慣病全体と脳血管疾患の新規患者数がかなり多い傾向です。当町は毎年「新規患者数」が高く、

脂質異常症 12.3人 5.5人

職　場 積丹町 同規模町村

虚血性心疾患 0人 1.9人
脳血管疾患 3.4人 1.7人

糖尿病性腎症 0人 0.3人

生活習慣病全体と脳血管疾患の新規患者数がかなり多い傾向です。当町は毎年「新規患者数」が高く、

糖尿病性腎症 0人 0.3人

職　場 積丹町 同規模町村 北海道 全国

１号認定 20.5% 20.0% 23.0% 21.2%
２号認定 0.3% 0.4% 0.4% 0.4%

介護給付費 87,036円 73,702円 57,953円 58,349円
1 件あたりの給付費が高く、多くの介護サービスが必要となる方が多い

介護給付費 87,036円 73,702円 57,953円 58,349円

職　場 積丹町 同規模町村 北海道 全国

全　数 21.3% 18.9% 16.6% 17.3%
男　性 36.4% 27.9% 27.5% 27.5%
女　性 12.6% 10.8% 8.8% 9.5%

同規模町村等と比較し該当者が多く、傾向としてエネルギー代謝

女　性 12.6% 10.8% 8.8% 9.5%

積丹町　　（順位） 同規模町村 北海道 全国

25.4%  （204） 46.0% 25.1% 34.0%25.4%  （204） 46.0% 25.1% 34.0%

糖
　
尿
　
病
　

脂
質
異
常
症
　

の
重
症
化
を
防
ぐ
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図８　標準的な特定健診・保険指導プログラムより（厚生労働省）
町
民
が
こ
れ
か
ら
も
元
気
な
日
常
生

活
を
維
持
し
、
よ
り
健
康
な
生
活
方

法
が
選
択
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
に
特
定

健
診
を
受
診
し
て
も
ら
い
、
自
覚
症

状
だ
け
で
は
見
え
な
い
身
体
の
状
況

を
、
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は

　
重
症
化
予
防
に
効
果

　

「
町
の
健
診
を
受
け
た
ら
、
保
健

師
が
家
に
来
て
、
健
診
結
果
を
説
明

し
て
い
っ
た
。」
と
い
う
経
験
の
あ

る
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
す
。

こ
の
制
度
が
開
始
さ
れ
た
平
成
20
年

度
か
ら
今
ま
で
の
実
績
を
国
が
分
析

し
た
結
果
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
を
受
け
た
方
は
、
受
け
て
い
な

い
方
と
比
べ
、
数
値
が
改
善
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
病
院
に
か
か
っ
て
い
て

も
、
特
定
健
診
を
行
う
こ
と
が
重
症

化
予
防
に
効
果
的
と
示
さ
れ
た
の
で

す
。
定
期
通
院
と
健
診
で
は
、
検
査

で
き
る
項
目
が
違
う
の
で
、
定
期
通

院
し
て
い
る
方
が
健
診
を
受
け
た

ら
、
医
師
は
結
果
を
診
察
の
資
料
と

し
て
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

ほ
ど
、交
付
金
が
増
額
さ
れ
る
た
め
、

町
の
財
政
負
担
や
、
皆
さ
ん
が
納
め

て
い
る
国
保
税
の
負
担
軽
減
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
、
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
な
ど
の
保
健
事

業
は
、
国
か
ら
の
期
待
が
高
い
と
言

え
ま
す
。

　

『
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
』
策
定

　

統
計
デ
ー
タ
か
ら
自
分
の
市
町
村

の
健
康
状
態
を
分
析
し
、
地
域
の
特

徴
に
合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
「
保
健
事
業
実
施
計
画
（
通

称
・
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）」
を
策

定
し
、
保
健
事
業
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
平
成
28

年
に
第
１
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を

策
定
し
、
現
在
は
第
２
期
の
策
定
に

向
け
、
各
統
計
の
分
析
結
果
を
ま
と

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
町
は
、
他
市
町
村
と
比
較
す
る

と
医
療
費
が
高
く
、
そ
の
理
由
と
し

て
は
、
生
活
習
慣
病
と
そ
の
重
症
化

疾
患
の
発
症
が
多
い
こ
と
、
そ
れ
ら

を
予
防
・
早
期
発
見
す
る
た
め
の
特

定
健
診
受
診
率
が
低
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
を
目
指
し
、
健
診
の
受
診
に
よ
り

お
得
な
特
典
が
あ
る
「
Ｗワ

ン

ポ

ａ
ｎ
歩
イ

ン
ト
事
業
」
や
「
は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
事
業
」を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
受
診
し
た
方
に
は
、
数
値
の

持
つ
意
味
や
身
体
で
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
丁
寧
な
保
健
・
栄
養
指

導
を
行
い
、
皆
さ
ん
が
自
分
ら
し
い

生
活
を
続
け
な
が
ら
、
健
康
を
守
る

た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
は
町
民
の
皆

さ
ん
に
も
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
町
の
健
康
施
策
」
な
ど

に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
第
２
期
策
定
後
は

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

『
保
険
者
努
力
支
援
制
度
』
が

　
始
ま
り
ま
す

　

国
保
税
の
負
担
に
影
響
も

　

平
成
30
年
度
か
ら
は
「
保
険
者
努

力
支
援
制
度
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、効
果
的
な
保
健
事
業
を
行
い
、

そ
の
成
果
が
顕
著
な
保
険
者
（
町
）

に
交
付
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

重
症
化
予
防
と
な
る
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
の

保
健
事
業
を
後
押
し
す
る
事
業
の
実

績
に
点
数
が
付
け
ら
れ
、
合
計
点
数

に
応
じ
て
交
付
金
の
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

　

つ
ま
り
、
特
定
健
診
受
診
率
が
高

い
な
ど
「
効
果
的
な
保
健
事
業
を
行

い
成
果
が
出
て
い
る
」
市
町
村
は
点

数
が
高
く
な
り
、
合
計
点
数
が
高
い

広報しゃこたん平成 29 年 12 月号
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北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

更
な
る
技
術
向
上
へ
日
々
訓
練
！
№
７

　

有
毒
ガ
ス
発
生
に
備
え
て

　

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

（
俵
谷
支
署
長
・
署
員
17
名
）
は
、

11
月
13
日
、
有
毒
ガ
ス
で
あ
る
硫

化
水
素
が
発
生
し
た
際
に
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
有
毒
ガ
ス
対
応
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
化
学
防
護
服
の
着

用
や
資
器
材
の
取
り
扱
い
、
硫
化

水
素
が
発
生
し
た
際
の
対
応
と
硫

化
水
素
に
つ
い
て
の
知
識
を
学
び

ま
し
た
。

　

化
学
防
護
服
の
着
用
で
は
、
人

手
や
時
間
が
掛
か
る
た
め
、
連
携

力
の
強
化
や
継
続
し
た
訓
練
が
必

要
な
こ
と
、
硫
化
水
素
が
発
生
し

た
際
の
混
合
液
の
処
理
方
法
や
濃

度
測
定
の
手
順
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

同
支
署
で
は
、
様
々
な
災
害
を

想
定
し
た
訓
練
を
行
い
、
安
全
・

確
実
・
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

訓
練
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

１．化学防護服着用訓練

２．ガス検知訓練

３．要救助者除染確認

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
に
つ
な
ぐ

　

積
丹
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
山
﨑
美
枝
子
会
長
・
会
員

４
０
９
名
）
は
、
10
月
29
日
、
防

災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
札

幌
市
内
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
家
庭
で

の
火
災
予
防
知
識
の
習
得
、
地
域

全
体
の
防
火
意
識
の
高
揚
な
ど
を

目
的
に
し
、
町
内
７
地
区
の
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
が
積
極
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
札
幌
市
の

大
型
施
設
や
企
業
の
防
災
設
備
を

視
察
し
、
防
災
に
関
す
る
知
識
を

得
た
ほ
か
、
今
後
の
啓
発
活
動
等

に
役
立
つ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
13
日
に
は
、
美
国
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
が
美
国
町
内
に
住

む
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
家
庭

を
訪
問
し
、
防
火
・
防
災
に
関

す
る
声
か
け
運
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
運
動
で
、
火
災
等
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
居
住
者
の
体

調
や
家
庭
の
危
険
な
箇
所
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、
今

後
も
火
災
予
防
等
の
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

２

３

１

▲積丹婦人防火クラブ連合会「視察研修」

▲美国婦人防火クラブ「声かけ運動」
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